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11
月
15
日
、
林
野
労
組
中
央
本
部
は
、
人
事
院
本
館
に
て
人
事

院
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
林
野
労
組
か
ら
は
、
山
田
副
委
員
長
、

鳴
川
書
記
長
を
は
じ
め
6
名
が
出
席
し
、
他
の
一
般
会
計
職
場
と

は
異
な
る
国
有
林
野
事
業
の
特
殊
性
、
職
場
・
勤
務
実
態
を
踏
ま

え
た
労
働
条
件
の
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
人
事
院
の
検
討
等
を

求
め
ま
し
た
。
人
事
院
は
給
与
局
・
給
与
第
二
課
専
門
官
ほ
か
1

名
が
対
応
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
山
田
副
委
員
長
は
、「
国

有
林
野
事
業
は
一
般
会
計
移
行
後

も
業
務
内
容
に
変
わ
り
は
な
く
、

他
の
行
政
官
庁
に
は
無
い
現
場
業

務
も
行
う
な
ど
、
極
め
て
特
殊
性

の
高
い
官
庁
で
あ
る
。
さ
ら
に
近

年
は
、
職
員
数
の
減
少
に
加
え
、

深
刻
な
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
業

務
内
容
の
複
雑
・
困
難
の
度
合
い

が
増
し
て
お
り
、
業
務
運
営
だ
け

で
な
く
、
職
員
の
安
全
に
ま
で
影

響
が
生
じ
組
合
員
の
労
苦
は
絶
え

な
い
。
こ
う
し
た
現
状
を
改
善
す

べ
く
前
向
き
な
回
答
を
要
請
し
た

い
」
と
求
め
ま
し
た
。

続
い
て
、
要
求
書
（
要
求
事
項

別
掲
）
を
人
事
院
給
与
局
給
与
第

二
課
制
度
班
大
角
専
門
官
に
手
交

し
、
交
渉
に
入
り
ま
し
た
。

級
別
定
数
の
維
持

本
部
は
、
級
別
定
数
と
実
員
と

の
乖
離
を
も
っ
て
級
の
切
り
下
げ

を
行
う
の
は
現
場
実
態
を
無
視
し

た
対
応
で
あ
り
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
役
減
に
つ
い
て
も
将
来
の

人
事
管
理
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

す
た
め
、
こ
れ
以
上
の
級
の
切
り

下
げ
や
役
減
を
行
わ
な
い
よ
う
求

め
ま
し
た
。

人
事
院
は
、「
切
り
下
げ
の
結

果
、
昇
格
に
不
当
な
遅
れ
が
生
じ

る
よ
う
な
調
整
を
行
う
考
え
は
な

い
」
と
し
つ
つ
も
、
級
別
定
数
は

予
算
の
制
約
を
受
け
る
も
の
で
あ

り
、
不
要
不
急
の
ポ
ス
ト
に
つ
い

て
は
切
り
下
げ
の
対
象
と
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

昇
格
基
準
の
緩
和

本
部
は
、
多
く
の
一
般
職
員
が

役
付
け
ポ
ス
ト
の
業
務
に
従
事
し

て
い
る
実
態
か
ら
、
昇
格
基
準
の

緩
和
を
求
め
ま
し
た
。

人
事
院
は
、
在
級
期
間
表
は
昇

格
に
必
要
な
最
低
限
の
年
数
で
あ

り
、
一
律
に
在
級
年
数
を
短
縮
す

る
こ
と
は
困
難
。
一
方
で
、
任
用

自
体
は
各
省
庁
の
任
用
権
者
の
裁

量
で
あ
り
、
必
ず
し
も
任
用
と
昇

格
が
同
時
で
あ
る
必
要
は
な
い
と

の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

森
林
官
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

本
部
は
、
森
林
官
（
3
Ｇ
）
の

グ
レ
ー
ド
に
つ
い
て
、
森
林
官

は
、
国
有
林
野
事
業
の
特
殊
性
を

一
番
反
映
し
た
他
省
庁
に
は
無
い

ポ
ス
ト
で
あ
る
。
職
務
の
困
難
性

や
責
任
の
度
合
い
が
増
し
て
い
る

現
状
も
踏
ま
え
、
級
別
標
準
職
務

表
に
お
け
る
「
府
県
単
位
機
関
の

特
に
困
難
な
業
務
を
分
掌
す
る
係

の
長
」
等
と
同
程
度
の
4
Ｇ
職
務

に
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
と
求
め

ま
し
た
。

し
か
し
、
人
事
院
は
、
国
全
体

と
し
て
職
員
の
業
務
の
複
雑
性
・

困
難
性
が
増
し
て
い
る
の
も
事
実

で
あ
り
、
全
体
を
見
て
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
森
林
官

は
地
方
出
先
機
関
の
係
長
級
の
位

置
づ
け
で
あ
り
4
Ｇ
と
す
る
の
は

困
難
と
し
た
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

の
回
答
に
終
始
し
て
い
ま
す
。

行
政
職
（
二
）
の

俸
給
表
の
改
善

行
政
職
（
二
）
適
用
職
員
の
部

下
数
要
件
に
つ
い
て
、「
撤
廃
は

出
来
な
い
が
、
運
用
に
お
い
て
配

慮
し
て
い
る
」
と
す
る
人
事
院
に

対
し
、
よ
り
適
正
に
評
価
・
昇
格

出
来
る
よ
う
弾
力
的
な
運
用
が
必

要
で
あ
り
、
運
用
の
見
直
し
を
求

め
ま
し
た
。

人
事
院
か
ら
は
、
運
用
の
見
直

し
を
検
討
す
る
こ
と
自
体
は
可
能

で
あ
り
、
個
別
に
協
議
い
た
だ
け

れ
ば
検
討
す
る
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

特
殊
勤
務
手
当
の
拡
充

本
部
は
、
山
中
で
の
行
方
不

明
、
ダ
ニ
媒
介
の
感
染
症
や
狩
猟

者
の
誤
射
に
よ
る
死
亡
災
害
等
を

踏
ま
え
、
山
上
等
作
業
手
当
の
対

象
業
務
の
拡
大
、
支
給
適
用
要
件

の
撤
廃
・
緩
和
を
強
く
求
め
ま
し

た
が
、
人
事
院
は
、
対
外
的
に
厳

し
い
目
が
あ
る
と
し
慎
重
な
姿
勢

で
す
。

雇
用
と
年
金
の
接
続

短
時
間
再
任
用
に
つ
い
て
、
林

野
庁
の
場
合
、
週
2
・
5
日
（
週

20
時
間
未
満
）
で
任
用
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
、雇
用
保
険
、健
康
保
険

は
適
用
除
外
と
さ
れ
、
組
合
員
に

不
利
益
が
生
じ
る
等
の
、
再
任
用

制
度
の
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

人
事
院
は
、現
行
の
週
15
・
5
時

間
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
多
様

な
勤
務
形
態
の
提
供
を
狭
め
る
こ

と
に
な
り
見
直
し
は
困
難
で
あ
り
、

林
野
庁
の
労
使
に
お
い
て
協
議
し

て
頂
き
た
い
と
の
回
答
で
し
た
。

本
部
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、

林
野
庁
及
び
人
事
院
交
渉
等
を
通

じ
て
、
要
求
に
対
す
る
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

級級
別別
定定
数数
等等
でで
人人
事事
院院
交交
渉渉

職
場
実
態
を
基
に
労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
る

要求書を手交する山田副委員長

適
正
な
賃
金
・
労
働
条
件
と
人
員
の
確
保
を

公
務
労
協
が
第
19
回
説
明
会
を
開
く

第
19
回
公
務
労
協
総
会
が
10
月
29
日
に
都
内
で
開
催
さ
れ
、
林

野
労
組
か
ら
中
村
委
員
長
、
鳴
川
書
記
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
2

0
2
2
年
度
活
動
方
針
を
決
定
し
、
新
役
員
体
制
が
確
立
さ
れ
ま

し
た
。

冒
頭
、
川
本
副
議
長
か
ら
「
公

務
労
協
は
、
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス

が
国
民
の
生
活
と
安
全
を
支
え
る

基
盤
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
、
労

働
基
本
権
確
立
や
定
年
引
上
げ
、

組
織
化
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。

今
後
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、経
済
対

策
と
し
て
、
歳
出
増
の
圧
力
が
高

ま
る
こ
と
が
必
至
で
あ
り
、
選
挙

後
に
大
型
補
正
予
算
を
打
ち
出
し
、

予
算
規
模
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ

と
は
確
実
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
、
大
災
害
と

い
っ
た
社
会
的
な
危
機
の
中
で
は

大
き
な
政
府
が
指
向
さ
れ
る
が
、

喉
元
過
ぎ
れ
ば
、
反
転
、
小
さ
な

政
府
へ
と
い
う
流
れ
が
強
ま
る
こ

と
か
ら
、
私
た
ち
は
危
機
感
を
持

っ
て
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
務
員
制
度
改
革
と
労
働
基
本

権
確
立
に
つ
い
て
は
、
来
年
の
第

1
1
0
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
の
基
準
適

用
委
員
会
に
向
け
て
第
87
号
条

約
、
日
本
案
件
の
再
び
の
個
別
審

査
の
具
現
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

独
法
や
政
府
関
連
公
益
法
人
の
事

業
運
営
と
労
使
・
労
働
関
係
の
確

立
、
政
治
の
公
務
員
給
与
へ
の
介

入
を
徹
底
し
て
排
除
し
て
い
く
。

多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る

が
、
公
務
労
協
へ
の
引
き
続
き
の

支
援
・
協
力
を
お
願
い
す
る
」

と
、
運
動
へ
の
結
集
を
呼
び
か
け

る
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
2
0
2
1
年
度
の
取

組
経
過
と
2
0
2
2
年
度
活
動
方

針
等
の
議
案
が
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
度
活
動
方
針
に
は
、

・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
と
普

遍
性
を
社
会
的
に
喚
起
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
を
支
え
る
適
正
な
賃

金
・
労
働
条
件
と
人
員
の
確
保
を

は
か
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
国

家
公
務
員
の
使
用
者
で
あ
り
独
立

行
政
法
人
等
の
職
員
の
勤
務
条
件

に
重
大
な
影
響
力
を
有
す
る
政
府

（
関
係
府
省
・
人
事
院
等
）
と
の

交
渉
・
協
議
を
最
重
視
し
た
対
応

を
は
か
る

・
賃
金
・
労
働
条
件
を
は
じ
め
と

す
る
諸
課
題
に
係
る
政
治
対
策
に

つ
い
て
は
、
政
党
と
労
働
組
合
と

の
性
格
や
目
的
の
違
い
を
踏
ま
え

つ
つ
、
交
渉
主
体
と
し
て
の
責
任

を
果
た
す
観
点
か
ら
、
要
求
実
現

に
向
け
広
範
な
政
党
へ
の
対
応
に

留
意
し
て
い
く

等
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
、
①

良
い
社
会
を
つ
く
る
公
共
サ
ー
ビ

ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
②
公
務
員
制

度
改
革
と
労
働
基
本
権
の
確
立
、

③
独
立
行
政
法
人
及
び
政
府
関
連

公
益
法
人
等
の
事
業
運
営
と
労
使

・
労
働
関
係
の
確
立
、
④
賃
金
・

労
働
条
件
の
確
保
・
改
善
、
⑤
高

齢
者
雇
用
施
策
の
推
進
、
⑥
女
性

活
躍
の
推
進
と
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
、
等
の
展
開
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
同
日
、
国
家
公
務
員
関

係
部
会
の
総
会
も
開
か
れ
、
年
間

活
動
方
針
等
を
決
定
し
、
新
役
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

林
野
労
組
と
し
て
も
、
引
き
続

き
公
務
労
協
、
国
家
公
務
員
関
係

部
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
要

求
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

第19回公務労協総会

1．令和4年度の級別定数については、一般会計移行後の
業務内容が複雑かつ困難の度合いも増している現状を踏
まえた職務評価の適正化を図るとともに、2～6級の定
数を維持すること。
あわせて、多数の一般職員が役付けポストの業務に従

事している実態を解消するため昇格基準の緩和を図ると
ともに、一般職員への責任の度合いをはじめ業務量が増
していることから、その特殊性に基づき、俸給月額につ
き適正な調整額表を適用区分表に定めること。

2．森林事務所森林官（3Ｇ）については、民有林と連携
した施業、集中豪雨・地震等に起因する激甚な山地災害
発生時における地域対応、地域との連携による保護活動
等、その業務は多岐にわたり、困難及び責任の度合いが
増していることから、級別標準職務表における「府県単
位機関の特に困難な業務を分掌する係の長」（4Ｇ）と
複雑、困難及び責任の度合が同程度の職務に位置付ける
こと。
あわせて、同じ職務の級に属する他の官職に比して、

森林事務所森林官は、著しく特殊な官職であることか
ら、その特殊性に基づき俸給月額につき適正な調整額表
を適用区分表に定めること。

3．行政職（二）については、級構成の簡素化や号級較差
額の改善を図ること。
また、部下数制限条項の取り扱い等については、その職
務の実態を踏まえ、更なる弾力的運用を図ること。

4．特殊勤務手当について、国有林の現場業務に従事する
職員は、急傾斜地で転落等の危険も高い森林内等での業
務を行い、その業務内容も多岐にわたっている。
このような現場業務の特殊性を踏まえ、現行対象業務の
支給要件の見直しを行うとともに、適用業務の拡充を図
ること。

5．雇用と年金の接続については、職員の希望通りの再任
用を実現するとともに、生活水準が確保出来るよう、給
与制度の改善を図ること。
また、国家公務員の定年年齢の引き上げについては、

ゆとりある生活が確保出来る給与水準とすることはもと
より、附則第16条に関する「国家公務員の給与制度の検
討」、定年前短時間勤務再任用及び暫定再任用に係わる
適正処遇の措置等の諸課題について労働基本権制約の代
償機関である、人事院としての責務を果たすこと。

通
勤
の
満
員
電
車
が
ほ
ぼ
ほ
ぼ

復
活
し
つ
つ
あ
る
。
最
近
ま
で
は

座
っ
て
通
勤
し
て
い
た
が
、
今
は

座
る
こ
と
は
お
ろ
か
、
3
密
の
状

態
で
通
勤
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

日
も
あ
る
。
ま
た
、
11
月
に
県
外

出
張
が
2
件
。
と
も
に
往
復
の
飛

行
機
は
観
光
客
と
思
わ
れ
る
方
々

が
大
半
で
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
の
第

6
波
が
懸
念
さ
れ
る
も
の
の
、
こ

の
人
の
動
き
を
止
め
る
こ
と
は
も

う
無
理
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
。
▲
こ
れ
ま
で
の
感
染
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
、
と
い
う
動
き
は
ど

こ
に
行
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
重
症
に

な
ら
な
い
か
ら
Ｏ
Ｋ
と
い
う
判
断

な
の
か
。
体
調
が
悪
く
な
け
れ
ば

病
院
に
も
行
か
な
い
し
、
検
査
も

し
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
番
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
結
果
で
あ
ろ

う
が
、
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
も

懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の

冬
の
里
帰
り
も
検
討
し
た
が
見
送

る
予
定
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
里

帰
り
は
出
来
て
い
な
い
が
、
い
ま

だ
に
厳
禁
と
い
う
空
気
も
流
れ
て

い
る
よ
う
だ
。
▲
運
良
く
、
家
族

も
含
め
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
こ

と
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
東
京

と
い
う
一
括
り
に
さ
れ
コ
ロ
ナ
に

感
染
し
た
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、

近
寄
る
な
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
東
京
か
ら
来
た
か
ら
コ
ロ

ナ
。
東
京
に
い
る
だ
け
で
、
だ
。

コ
ロ
ナ
に
よ
り
差
別
を
受
け
る
。

こ
の
こ
と
だ
け
は
、
一
生
忘
れ
な

い
。
▲
コ
ロ
ナ
に
よ
り
失
わ
れ
た

集
ま
る
機
会
。
差
別
と
い
う
経
験

も
し
た
が
、
今
労
働
組
合
に
必
要

な
の
は
「
集
ま
る
」
こ
と
。
結
集

し
団
結
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。
オ

ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
は
、
団
結
す
る

こ
と
も
、
組
織
化
も
す
る
こ
と
も

出
来
な
い
、
と
個
人
的
に
は
思
っ

て
い
る
。

（
大
農
）

No.278

（別掲）要求事項
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組
織
体
制
の
確
立
へ

闘
い
の
強
化
を
確
認

四国
地本

団
結
強
化
に
向
け

全
体
で
意
思
統
一
を
図
る

中部
地本

10
月
25
日
、
全
国
林
野
関
連
森
林
保
険
セ
ン
タ
ー
労
働
組
合

（
森
林
保
険
労
組
）
第
6
回
定
期
大
会
が
、
川
崎
市
森
林
保
険
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
林
野
労
組
山
田
副
委
員

長
か
ら
「
こ
の
1
年
間
は
、
職
場

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
な
か
で
、
組
合
員

の
交
流
も
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
4
名
の
組
合
員

全
員
参
加
の
も
と
で
定
期
大
会
を

開
催
で
き
た
。
こ
れ
を
契
機
に
改

め
て
情
報
共
有
す
る
場
を
つ
く

り
、
職
場
の
課
題
を
明
ら
か
に
す

る
等
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た

い
。
そ
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
を

基
に
、
保
険
セ
ン
タ
ー
当
局
に
改

善
を
求
め
る
等
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。
森
林
保
険
労
組

の
運
動
が
前
進
す
る
よ
う
、
忌
憚

の
な
い
意
見
を
聞
か
せ
て
頂
き
た

い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
は
、
①
一
般
林
政

政
策
の
推
進
と
森
林
保
険
事
業
の

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
、
②
生

命
と
健
康
を
守
る
取
り
組
み
、
③

生
活
を
守
る
闘
い
、
④
闘
う
組
織

態
勢
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み

等
、
森
林
保
険
事
業
に
係
わ
る
労

働
条
件
問
題
や
、
組
織
拡
大
等
の

運
動
方
針
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
討
論
で
は
、

・
組
織
拡
大
に
つ
い
て
、
労
働
運

動
に
理
解
は
示
さ
れ
る
が
、
組
合

費
が
ネ
ッ
ク
に
な
る
。
加
入
後
、

数
年
間
で
も
安
く
す
る
等
検
討
で

き
な
い
か
。

・
将
来
に
向
け
た
人
材
の
確
保
、

育
成
が
重
要
。
そ
の
た
め
の
考
え

方
を
明
ら
か
に
さ
せ
る
べ
き
。

・
プ
ロ
パ
ー
職
員
へ
の
宿
舎
の
貸

与
が
必
要
。
余
剰
の
公
務
員
宿
舎

等
を
有
効
活
用
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

等
の
意
見
、発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
森
林
保
険
業
務
に
お
け

る
課
題
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。今

後
の
運
動
に
関
し
て
は
、
国

有
林
の
情
勢
を
含
め
、
森
林
保
険

労
組
全
体
で
し
っ
か
り
と
情
報
共

有
を
図
る
と
と
も
に
、
①
林
野
庁

か
ら
の
出
向
者
、
プ
ロ
パ
ー
職
員

を
対
象
に
し
た
組
織
拡
大
、
②
職

場
で
の
課
題
等
を
明
ら
か
に
し
、

労
働
条
件
の
改
善
・
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
、
③
宿
舎
の
貸
与
等

生
活
環
境
に
係
わ
る
取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
確
認
し

ま
し
た
。

林
野
労
組
は
、
今
後
も
森
林
保

険
労
組
と
連
携
を
図
り
、
森
林
保

険
セ
ン
タ
ー
の
業
務
運
営
や
賃

金
、
労
働
安
全
等
、
労
働
条
件
に

係
わ
る
各
課
題
の
要
求
前
進
に
向

け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
組
織
拡
大
に
向
け
て
取
り

組
み
等
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

森
林
保
険
労
組
第
6
回
定
期
大
会
開
催

2
0
2
1
年
度
下
期
人
事
評

価
は
、
目
標
等
の
作
成
が
10
月

中
〜
下
旬
、
期
首
面
談
が
10
月

末
〜
11
月
頭
に
か
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
期
の
評
価
よ
り
、

人
材
育
成
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強

化
の
ツ
ー
ル
と
し
て
人
事
評
価

を
活
用
す
る
た
め
、
評
価
手
法

が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
目
標
設
定
時

に
お
い
て
、
①
職
員
の
挑
戦
的

な
取
り
組
み
の
促
進
等
の
た

め
、
通
常
の
目
標
と
比
べ
て
困

難
度
が
高
い
目
標
（
チ
ャ
レ
ン

ジ
目
標
）
を
1
つ
以
上
設
定
、

②
管
理
又
は
監
督
の
地
位
に
あ

る
職
員
は
、
業
務
運
営
や
組
織

統
率
・
人
材
育
成
に
関
し
て
、

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
事
項
で
、
具
体
的
に
成
果

が
評
価
で
き
る
目
標
（
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
目
標
）
を
1
つ
以
上
設

定
、
す
る
こ
と
が
、
新
た
に
適

用
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
期
末
の
評
価
時
に

は
、
能
力
評
価
に
お
い
て
、「
課

長
級
評
価
シ
ー
ト
」
に
お
け
る

〈
業
務
運
営
〉〈
組
織
統
率
・

人
材
育
成
〉
の
項
目
が
「
重
要

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
項
目
」
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
、「
能
力
評
価
の

全
体
評
語
は
、
重
要
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
項
目
の
個
別
評
語
を
上
回

ら
な
い
評
価
」
と
な
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

国
有
林
の
職
場
に
お
い
て

は
、「
課
長
級
評
価
シ
ー
ト
」

の
使
用
者
に
は
組
合
員
ポ
ス
ト

も
含
ま
れ
て
お
り
、
本
部
は
、

①
「
課
長
級
評
価
シ
ー
ト
」
の

使
用
を
も
っ
て
管
理
職
と
同
様

の
目
標
設
定
の
義
務
を
課
す
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
②

特
に
、
能
力
評
価
の
全
体
評
語

の
扱
い
は
、
昇
級
・
昇
格
、
一

時
金
な
ど
の
労
働
条
件
に
影
響

を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
か
ら
組
合

員
ポ
ス
ト
の
職
員
は
対
象
か
ら

外
す
こ
と
を
強
く
求
め
て
き
ま

し
た
。

こ
の
こ
と
に
対
し
、
最
終
的

に
林
野
庁
は
、
能
力
評
価
に
係

る
「
重
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
項

目
」
の
評
価
対
象
者
は
管
理
職

（
俸
給
の
特
別
調
整
額
が
適
用

さ
れ
て
い
る
職
員
）
の
み
と

し
、
組
合
員
ポ
ス
ト
の
職
員
は

対
象
か
ら
除
外
す
る
と
し
た
考

え
方
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

併
せ
て
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
目

標
」
に
つ
い
て
も
、
困
難
度
の

高
い
目
標
を
設
定
す
る
た
め
、

達
成
・
未
達
成
の
み
で
評
価
し

な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
、

本
部
整
理
を
図
っ
て
い
ま
す
。

課課
題題
のの
解解
決決
にに
向向
けけ
、、

取取
りり
組組
みみ
強強
化化
をを
確確
認認

下
期
人
事
評
価

「
重
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
項
目
」の

適
用
範
囲
を
絞
ら
せ
る

各
地
本
で
行
わ
れ
た
定
期
大
会
の
様
子
を
、
リ
レ
ー
形
式
で
お

伝
え
し
ま
す
。今
号
で
は
、四
国
、中
部
両
地
本
を
掲
載
し
ま
す
。

【
四
国
地
本

芹
口
通
信
員
】

7
月
22
日
、
四
国
地
本
は
、
第

17
回
定
期
大
会
を
高
知
市
・
高
知

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
梶
原
地
本
執
行
委
員
長

は
、「
森
林
経
営
管
理
法
に
よ
る
森

林
整
備
に
つ
い
て
は
、
森
林
環
境

譲
与
税
の
活
用
も
含
め
て
検
討
が

進
ん
で
い
る
。
市
町
村
の
林
務
担

当
者
の
育
成
・
確
保
、
譲
与
税
の

譲
与
基
準
な
ど
、
課
題
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
が
重
要
。

職
場
に
お
い
て
は
、
空
席
ポ
ス

ト
の
増
、
政
府
の
定
数
削
減
、
現

場
管
理
機
能
の
低
下
な
ど
、
様
々

な
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
の
強

化
が
急
務
。

取
り
巻
く
状
況
は
常
に
変
化
し

て
い
る
が
、
林
野
労
組
に
求
め
ら

れ
て
い
る
役
割
・
任
務
に
変
わ
り

は
な
い
。
職
場
の
状
況
や
分
会
で

の
取
り
組
み
、
課
題
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
、
今
後
の
闘
い
の
意
思

統
一
を
図
っ
て
い
こ
う
。」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

大
会
議
論
で
は
、
業
務
運
営
に

係
る
問
題
点
や
課
題
、
労
働
諸
条

件
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。分

会
か
ら
の
主
な
意
見

林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
・

業
務
関
連
課
題

・
木
材
価
格
の
低
迷
が
、
生
産
・

造
林
コ
ス
ト
の
低
減
に
も
結
び
つ

い
て
い
る
。
現
在
、
木
材
価
格
は

上
昇
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を

川
上
に
還
元
す
る
仕
組
み
と
す
る

た
め
、
木
材
価
格
の
引
き
上
げ
に

向
け
た
要
請
行
動
等
の
取
り
組
み

を
強
化
す
べ
き
。

・
樹
木
採
取
権
に
つ
い
て
は
、
長

期
間
に
わ
た
る
伐
採
、
保
育
と
な

る
こ
と
か
ら
、
異
動
後
の
職
員
へ

の
引
き
継
ぎ
や
局
と
署
の
役
割
の

明
確
化
な
ど
、
組
織
的
な
対
応
が

必
要
。

・
空
席
ポ
ス
ト
の
解
消
に
つ
い

て
、
要
員
不
足
の
中
で
具
体
的
な

対
策
に
結
び
つ
か
な
い
。
今
後
の

要
員
推
移
か
ら
も
空
席
ポ
ス
ト
の

増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
。
職

員
が
配
置
さ
れ
る
ま
で
の
具
体
的

な
業
務
負
担
軽
減
に
向
け
た
取
り

組
み
を
強
化
す
べ
き
。

職
場
環
境
の
改
善

・
空
調
服
は
、
熱
中
症
対
策
と
し

て
有
効
。
引
き
続
き
整
備
に
向
け

た
取
り
組
み
の
強
化
を
。

生
活
・
労
働
条
件
の
改
善

・
通
信
費
等
の
自
己
負
担
な
ど
テ

レ
ワ
ー
ク
の
実
施
に
係
る
課
題
の

解
消
を
。

・
今
後
の
組
織
運
営
、
組
織
体
制

の
強
化
に
つ
い
て
、
地
本
と
し
て

検
討
を
。

地
本
見
解

・
木
材
価
格
の
低
迷
が
、
造
林
意

欲
の
減
退
や
、
低
コ
ス
ト
問
題
へ

結
び
つ
い
て
い
る
。
林
活
議
連
へ

の
要
請
行
動
の
際
、
木
材
価
格
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

て
い
る
。
価
格
上
昇
が
一
過
性
と

な
ら
な
い
よ
う
引
き
続
き
取
り
組

む
。

・
樹
木
採
取
権
に
つ
い
て
は
、
施

業
履
歴
の
引
き
継
ぎ
が
図
ら
れ
る

よ
う
対
応
す
る
こ
と
な
ど
、
地
本

交
渉
で
整
理
・
確
認
し
て
き
た
。

適
切
な
対
応
と
な
る
よ
う
交
渉
を

継
続
す
る
。

・
今
年
4
月
時
点
で
47
ポ
ス
ト
が

空
席
。
要
員
確
保
の
課
題
と
併
せ

て
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

・
空
調
服
に
つ
い
て
は
、
備
え
付

け
基
準
を
見
直
す
必
要
も
あ
り
、

本
部
対
応
含
め
取
り
組
む
。

・
更
新
車
両
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の

有
無
に
つ
い
て
は
状
況
調
査
を
行

わ
せ
た
い
。

・
テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
、
通
信
料
等

の
課
題
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
当
局
と
議
論
す
る
。

・
組
織
運
営
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、
秋
年
段

階
で
の
機
関
会
議
の
開
催
や
地
本

オ
ル
グ
も
検
討
し
て
お
り
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。
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【
中
部
地
本

宮
下
通
信
員
】

中
部
地
本
は
、
7
月
16
日
、
キ

ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
（
松
本
市
）

で
第
17
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
代
議
員
な
ど
28
名
が
参
加

し
、
昨
年
同
様
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
規

模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

下
條
委
員
長
は
、「
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
交
流
や
意
思
統
一
の
減
少

が
課
題
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
等
を
活
用
し
な

が
ら
地
本
と
分
会
・
組
合
員
が
連

携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

職
場
の
諸
課
題
解
決
に
向
け
て

は
、
交
渉
の
結
果
と
し
て
、
宿
舎

退
去
に
係
る
経
費
負
担
や
赴
任
旅

費
の
見
直
し
、
定
年
延
長
や
フ
ル

タ
イ
ム
再
任
用
、
新
規
採
用
者
の

拡
大
な
ど
一
定
の
成
果
を
上
げ
て

い
る
。

「
樹
木
採
取
権
制
度
」
や
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
関
す
る

規
制
等
の
総
点
検
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
」
の
動
き
は
、
国
有
林
の
森
林

資
源
を
、
一
部
の
企
業
が
自
由
に

利
益
追
求
す
る
た
め
の
政
策
で
あ

り
、
規
制
緩
和
政
策
に
歯
止
め
を

か
け
る
取
り
組
み
が
重
要
。

解
決
に
向
け
た
一
つ
ひ
と
つ
の

行
動
か
ら
、
職
場
改
善
や
団
結
強

化
に
つ
な
げ
る
事
が
大
切
。
課
題

は
山
積
し
て
い
る
が
、
今
大
会
で

一
年
間
の
闘
い
の
方
針
を
確
立

し
、
更
な
る
団
結
強
化
の
意
思
統

一
を
図
り
た
い
。」
と
挨
拶
。

分
会
か
ら
の
主
な
意
見

・
首
席
森
林
官
等
の
空
ポ
ス
ト
が

解
消
さ
れ
ず
、
再
任
用
職
員
が
対

応
し
て
い
る
の
で
改
善
を
。

・
森
林
官
と
週
一
日
勤
務
の
非
常

勤
で
は
Ⅰ
種
境
界
の
巡
検
が
で
き

な
い
。
請
負
実
行
で
の
予
算
配
置

を
。

・
業
務
・
事
務
改
善
は
超
勤
縮
減

の
具
体
策
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

・
定
年
延
長
に
関
し
、
賃
金
情
勢

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

・
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
各
署
で
格
差

の
な
い
取
り
組
み
を
。

地
本
見
解

・
要
員
問
題
に
つ
い
て
は
、
人
が

付
け
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
取
り

組
み
を
進
め
る
。

・
事
務
改
善
に
向
け
た
方
向
性
を

当
局
に
示
さ
せ
る
よ
う
交
渉
し
て

い
く
。

・
定
年
延
長
の
制
度
は
、
当
初
流

し
て
い
る
情
報
と
変
わ
っ
て
い
な

い
。
制
度
の
充
実
・
改
善
を
求
め

て
い
く
。

・
テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
環
境
整
備
、

改
善
に
向
け
、
引
き
続
き
交
渉
を

進
め
る
。
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